
コード 31150

講時 単位数 4

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

１．オリエンテーション 　ゼミナールの方針とテーマについて 
２．資料収集・学習
３．資料収集・学習・分析
４．スポーツ心理尺度・先行資料の収集
５．資料調査・分析
６．資料調査・分析
７．中間報告・問題点・ディスカッション１ 
８．中間報告・問題点・ディスカッション２ 
９．中間報告・問題点・ディスカッション３
10．アンケート・資料作成・作業 
11．アンケート・資料作成・作業 
12．問題点・ディスカッション
13．問題点・ディスカッション 
13．予備調査
14．予備調査 
15．予備調査 
後期 
16．データー収集作業
17．データー収集作業
18．データー収集作業
19．統計処理
20．統計処理
21．中間発表
22．中間発表
23．中間発表
24．ディスカッション
25．ディスカッション
26．レジュメづくり
27．レジュメづくり
28．プレゼンテーション(1)
29．プレゼンテーション(2)
30．プレゼンテーション(3)
 

テキスト 適時配布します。

参考書
体育・スポーツ系大学生のための論文・レポートの書き方　国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科編　他

目的と概要
スポーツの実力を100％発揮するにはあがりや緊張のコントロールが重要であるといわれています。競技スポー
ツ選手のあがりや緊張の情緒のコントロールや、スポーツ参加の動機づけ、対人関係などの心的ストレス問題
を、スポーツ心理尺度、アンケート、資料を利用し、分析検討していきます。

成績評価法 積極的な授業参加態度、プレゼンテーション、課題レポートの総合評価を行います。

開期 通年 水曜日1限

授業テーマ スポーツ選手が抱える心理的問題について社会調査や資料を収集し卒業のテーマを探っていきます。

科目名 ゼミナールⅠ

担当教員 亀井　安子

配当 人社3

2010年度




